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今年は栗山町開拓 130 年



　

栗
山
町
開
拓
１
３
０
年
・
町
制
施
行

70
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
11
月
18
日
㈰

午
前
10
時
か
ら
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
E
k
i
」
で
行
わ
れ
、
町
内
各
機
関
・

団
体
を
は
じ
め
町
内
会
・
自
治
会
役
員

の
方
々
、
さ
ら
に
近
隣
市
町
・
町
長
や
、

姉
妹
都
市
宮
城
県
角
田
市
の
大
友
喜
助

市
長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
開
拓
当
時
か
ら
こ
れ

ま
で
の
栗
山
の
歩
み
が
ビ
デ
オ
上
映
さ

れ
、本
町
が
誇
る
郷
土
芸
能
の
一
つ「
栗

山
み
の
り
太
鼓
」
に
よ
る
演
奏
が
披
露

さ
れ
た
後
、式
典
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

　

時
代
を
担
う
若
い
力
を
代
表
し
て
栗

山
中
二
年
の
岡
村
春は

る

翔と

さ
ん
と
島
野

琉る

な和
さ
ん
が
力
強
く
「
町
民
憲
章
」
を

朗
唱
し
た
後
、
佐
々
木
学
町
長
が
「
先

人
た
ち
が
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
今

日
の
栗
山
の
礎
を
築
い
て
く
れ
ま
し

た
。
現
在
、
か
つ
て
と
は
異
な
っ
た
厳

し
い
試
練
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、『
ふ

る
さ
と
は
栗
山
で
す
。』
を
合
言
葉
に
、

新
た
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
北
海
道
知
事
代
理
、
空
知

町
村
会
長
、
大
友
角
田
市
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
後
、
近
隣
市
町
村
の
来

賓
紹
介
。
そ
し
て
、
平
成
30
年
度
町
制

功
労
表
彰
、
開
拓
１
３
０
年
・
町
制
施

行
70
年
記
念
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
半
に
は
、
今
年
で
結
成
30
年

を
迎
え
た
女
性
太
鼓
チ
ー
ム
「
艶
美
火

舞
羅
」
に
よ
る
演
奏
、
引
き
続
き
、
町

内
唯
一
の
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
「
く
り
や

ま
Ｏ
Ｈ
!!
夢
乱
咲
」
に
よ
る
演
舞
が
行

わ
れ
、
演
者
の
笑
顔
と
力
強
い
舞
い
に

会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
鵜
川
和
彦
町
議
会
議
長

に
よ
る
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、
厳
粛
の

う
ち
に
式
典
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

式
典
前
日
に
は
角
田
の
開
拓
記
念
公

園
で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
秋
の
紅
葉

が
美
し
い
「
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
」
の
苗
木
が

佐
々
木
町
長
と
大
友
角
田
市
長
、
鵜
川

議
長
と
柄
目
孝
治
角
田
市
議
会
議
長
に

よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

栗山町開拓 130 年・町制施行 70 年

栗山　　　時代新

●
過
去
10
年
間
の

　

主
な
出
来
事

◆
平
成
21
年

・
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ･
コ
ー
ラ
環

境
ハ
ウ
ス
開
館

◆
平
成
22
年

・
毎
月
第
３
水
曜
日
を
町
営
バ
ス
無
料

　

の
日
に
設
定

◆
平
成
23
年

・
第
１
回
ふ
る
さ
と
教
育
交
流
会

◆
平
成
24
年

・
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
が
ケ
ア
ラ
ー

ズ
カ
フ
ェ
と
し
て
改
装
オ
ー
プ
ン

◆
平
成
25
年

・
自
治
基
本
条
例
施
行

◆
平
成
26
年

・
小
学
校
で
土
曜
授
業
開
始

◆
平
成
27
年

・
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
正
式
加
入

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館

◆
平
成
28
年

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
本
格
運
行
開
始

◆
平
成
29
年

・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト

・
マ
ロ
ン
キ
ッ
ズ
保
育
園
・
児
童
ク
ラ
ブ
開
設

◆
平
成
30
年

・
第
８
代
町
長
に
佐
々
木
学
就
任

・
開
拓
１
３
０
年
・
町
制
施
行
70
年
記

　

念
式
典
挙
行

艶
美
火
舞
羅
と
く
り
や
ま
Ｏ
Ｈ
!!
夢
乱
咲
の

共
演
で
式
典
に
花
を
添
え
ま
し
た

式
典
前
日
に
角
田
市
の
大
友
市
長
と
植
樹
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力
強
い
演
奏
で
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
っ
た
「
栗
山
み
の
り
太
鼓
」

町
民
憲
章
を
朗
唱
す
る
岡
村
春
翔
さ
ん
（
写

真
右
）
と
島
野
琉
和
さ
ん
（
写
真
左
）

決
意
表
明
を
行
う
鵜
川
町
議
会
議
長

写真で振り返る

式典のようす

植
樹
を
終
え
て
記
念
撮
影



社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
に
貢

献
さ
れ
て
き
た
方
な
ど
を
表
彰
す
る

「
平
成
30
年
度
社
会
福
祉
貢
献
者
表
彰

式
」
が
11
月
11
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ

ザ
「
E
k
i
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表

彰
式
で
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
橘

一
也
会
長
か
ら
社
会
福
祉
に
寄
与
さ
れ

た
２
人
と
有
料
施
設
職
員
３
人
の
計
５

人
に
表
彰
状
、
ま
た
、
同
協
議
会
へ
高

額
寄
付
を
さ
れ
た
4
人
と
2
団
体
へ
感

謝
状
を
授
与
。
橘
会
長
は「
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福

祉
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

【
社
会
福
祉
功
労
表
彰
】

　

橋
本　

利
明
さ
ん

　

吉
田　

礼
子
さ
ん

【
優
良
施
設
職
員
表
彰
】

　

有
塚　

文
子
さ
ん

　

山
﨑
美
恵
子
さ
ん

　

倉
橋
ひ
と
み
さ
ん

【
感
謝
状
】

　

周
田　

俊
久
さ
ん

　

宮
川　

規
夫
さ
ん

　

吉
田　

礼
子
さ
ん

　

谷
口　

温
松
さ
ん

　

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

　

株
式
会
社
メ
リ
ー
ワ
ー
ク 

栄
誉
を
た
た
え
て

高
齢
者
叙
勲

受
章

　

町
議
会
議
員
を
3
期
12
年
務
め
ら
れ

た
雨
煙
別
の
木
村
哲
郎
さ
ん
が
、
こ
の

た
び
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
9
日
、

役
場
応
接
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
木
村
さ
ん
は
平
成
3
年
に
町
議
会

議
員
に
初
当
選
以
来
、
連
続
3
期
12
年

に
わ
た
り
栗
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
る
な
ど
の
功
績
に
よ
り

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
基
本
調
査
や
農
林

業
セ
ン
サ
ス
調
査
な
ど
の
統
計
調
査
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
早
苗
雄
二
さ
ん
に
対

し
、
北
海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

11
月
10
日
、
役
場
応
接
室
で
佐
々
木
学
町

長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
苗
さ
ん
は
昭
和
59
年
か
ら
統
計
調
査
業

務
に
従
事
し
、
誠
意
あ
る
対
応
で
精
度
の
高

い
調
査
結
果
の
確
保
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

統
計
功
労
者

表
彰
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【自治功労者】
　友成　克司さん
　楢﨑　忠彦さん
　置田　武司さん

【産業功労者】
　青山　　悟さん

【治安功労者】
　國岡　正好さん

【教育功労者】
　南川　　隆さん
　髙橋　克弥さん
　西村　　仁さん

①町政功労表彰　

②開拓130年・町制施行 70年記念感謝状

◆個人
【自治功労者】

　板垣　欣也さん
　佐野　　力さん
　佐々木伊和男さん

【産業功労者】
　川畑　典雄さん
　大塚　清康さん
　中島　孝幸さん
　冨澤　政吉さん
　渕野　　厳さん

【教育功労者】
　友田多喜雄さん
　栁　　誠一さん

◆団体
【福祉功労者】

　栗山町月見草の会
　くりやま手話の会

【治安功労者】
　角田交通安全友の会
　栗山町交通安全ゆりの会

【教育功労者】
　栗山オオムラサキの会
　栗山親子獅子舞保存会
　角田獅子舞保存会

ふるさと栗山の発展に寄与
　長きにわたりふるさと栗山の発展に尽くされた方々の功績をたたえる、
平成 30 年度栗山町政功労表彰と開拓 130 年・町制施行 70 年記念感謝状
の贈呈が 11 月 18 日、開拓 130 年・町制施行 70 年記念式典内で行われま
した。佐々木学町長が表彰状・感謝状を受賞者に手渡し、まちづくりに対
する功績に感謝しました。なお、表彰内容は次のとおりです。



　

平
成
30
年
７
月
の
町
機
構
改
革
で
設

置
し
ま
し
た
「
ま
ち
な
か
賑
わ
い
推
進

室
」
の
執
務
場
所
を
、
役
場
庁
舎
内
か

ら
駅
前
通
り
商
店
街
の
「
く
り
や
ま
ク

リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
旧
広
瀬

商
店
店
舗
）」
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

空
き
店
舗
や
空
き
地
が
点
在
し
て
い

る
駅
前
商
店
街
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
観
光
や

都
市
再
生
整
備
事
業
と
連
動
し
た
効

果
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

【
主
な
業
務
内
容
】

◆
商
店
街
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

・
商
店
街
活
性
化
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
の
策
定

・
商
店
街
賑
わ
い
創
出
事
業
の
実
施　

　

な
ど

◆
栗
山
駅
を
中
心
と
し
た
市
街
地
の
活

性
化
に
関
す
る
こ
と

・
都
市
再
生
整
備
事
業
の
連
携
推
進
な

ど
（
公
園
整
備
、
観
光
交
流
施
設
お

よ
び
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
の
整

備
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
開

設
な
ど
）

【
事
務
室
所
在
地
】

　

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課 

ま
ち
な
か
賑

　

わ
い
推
進
室

（
所
在
地
）

　

〒
０
６
９
‒
１
５
１
１

　

栗
山
町
中
央
３
丁
目
６
番
地
１　

　

☎
�
７
７
８
７

除排雪作業に
雪のシーズン到来

　

町
で
は
、
冬
期
間
の
生
活
に
支
障
が

な
い
よ
う
、
万
全
の
体
制
で
計
画
的
な

除
排
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。道

路
周
辺
で
は

◆
道
路
沿
い
の
看
板
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

管
な
ど
は
、
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
低
い
塀
や
庭
木
な
ど
は
、
赤
い
布
を
つ

け
た
棒
な
ど
で
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
脇
の
雪
遊
び
は

危
険
！

◆
道
路
脇
の
雪
山
で
、
子
ど
も
が
ス

キ
ー
や
ソ
リ
遊
び
を
す
る
の
は
非
常

に
危
険
で
す
。
見
か
け
た
ら
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、

子
ど
も
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

路
上
駐
車
・
車
両
放

置
は
や
め
ま
し
ょ
う

◆
路
上
駐
車
や
放
置
車
両
が
あ
る
と
除

排
雪
作
業
が
遅
れ
、
地
域
全
体
に
迷

惑
が
掛
か
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
で
絶
対
に
や
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
排
雪
後
、
各
家
庭
の
雪
を
路
上
に
出

す
人
を
見
か
け
た
ら
止
め
る
よ
う
に

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
除
排
雪
の
効

果
が
半
減
し
ま
す
。

玄
関
先
の
雪
処
理

◆
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
、
玄
関
先
に

雪
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
各
家
庭
で

の
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

落
雪
に
ご
注
意
を

◆
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
よ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
歩

道
に
面
し
て
い
る
屋
根
は
早
め
の
雪

下
ろ
し
や
、
雪
止
め
処
理
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
建
設
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

ご理解とご協力を

※除排雪作業のお問い合
　わせは、各町内会長・
　自治会長を通してお願
　いします。

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

町の人口（4 月 1 日現在） 12,519 人 12,332 人 12,153 人

降　雪　量 392cm 444cm 523cm

除排雪経費（決算額） 98,317,248 円 129,066,990 円 135,670,319 円

町民１人当たりの除排雪経費 7,853 円／人 10,466 円／人 11,164 円／人

車両購入実績 
（上記経費には含まれない）

除雪用ドーザー
15,606,000 円

凍結防止剤散布車両
395,636 円

歩道用ロータリー除雪車
9,579,600 円

【過去 3 年間の除排雪経費】

まちなか
移転しました

賑わい推進室 新事務室
（クリエイターズマーケット内）

　

FAX
�
７
７
８
２

（E-m
ail

）m
achinakanigiw

ai@
tow

n.kuriyam
a.hokkaido.jp

「
栗
山
町
商
店
街
基
礎
調
査
」
を
　

実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、商
店
街
活
性
化
を
通
し
て
、

ま
ち
の
顔
と
な
る
栗
山
駅
周
辺
の
賑
わ

い
を
創
出
し
て
い
く
た
め
、「
商
店
街

活
性
化
プ
ラ
ン
（
仮
称
）」
の
策
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

商
店
街
各
個
店
の
経
営
実
態
や
今
後

の
意
向
、
空
き
店
舗
の
現
状
や
今
後
の

活
用
意
向
な
ど
を
総
合
的
に
把
握
し
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
検
討

す
る
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
次
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
商
店
街
個
店
実
態
調
査

市
街
地
商
店
街
に
所
在
す
る
個
店
を

対
象
に
、
現
在
の
経
営
状
況
や
今
後

の
意
向
な
ど
を
調
査

②
商
店
街
空
き
店
舗
活
用
意
向
調
査

　

市
街
地
商
店
街
区
域
に
所
在
す
る
空

き
店
舗
所
有
者
を
対
象
に
、
今
後
の

店
舗
利
活
用
の
意
向
な
ど
を
調
査

③
消
費
者
購
買
実
態
調
査

町
内
に
居
住
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
商
品
購
買
の
行
動
や

意
識
の
調
査
（
無
作
為
で
選
ん
だ

１
０
０
０
人
の
方
を
対
象
）

◆
調
査
票
の
配
布
・
回
収
方
法

・
対
象
と
な
っ
た
方
は
、
調
査
実
施
機

関
（
町
委
託
事
業
者
）
よ
り
、
調
査

票
が
郵
送
で
届
き
ま
す
。

・
回
答
後
、
同
封
さ
れ
て
い
る
返
信
用

封
筒
で
返
送
願
い
ま
す
。

◆
調
査
の
実
施
期
間

　

12
月
６
日
㈭
～
20
日
㈭

◆
調
査
実
施
主
体

　

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課 

ま
ち
な
か
賑

　

わ
い
推
進
室

◆
調
査
実
施
機
関
（
町
委
託
事
業
者
）

　

株
式
会
社
北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合

　

研
究
所

　

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
３
０
５
３

　

FAX
０
１
１
（
２
３
１
）
３
１
４
３
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駅
前
通
り

神社通り

新事務室
（くりやまクリエイターズ  

 マーケット内）

栗山駅

かないわ商店北洋銀行栗山支店



前
で
駄
菓
子
屋
や
飲
食
店
を
手
広
く
営

ん
で
い
た
山
崎
俊
吉
さ
ん
の
遺
族
か
ら

お
預
か
り
し
た
、
興
味
深
い
筆
書
き
の

史
料
で
す
。

　

こ
の
史
料
は
、
１
１
６
年
前
の
貴
重

な
情
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
か
ら
、

入
札
・
開
札
の
仕
組
み
が
現
在
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
ま

た
、
広
告
の
文
中
に
登
場
す
る
村
田
三

次
は
、栗
山
の
開
拓
者
と
し
て
入
植
し
、

後
の
村
長
と
な
る
人
物
で
す
。し
か
し
、

こ
の
史
料
の
み
で
は
謎
な
部
分
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
謎
が
今
後
発
見
さ
れ
る
史

料
か
ら
謎
解
き
で
き
る
と
考
え
る
と
、

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

一
次
史
料
は
、
歴
史
的
に
新
た
な
情

報
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
歴
史
学
者

や
郷
土
史
家
が
新
た
な
一
次
史
料
を
探

す
こ
と
に
熱
心
な
の
は
、「
二
次
史
料
」

の
み
を
使
用
す
る
だ
け
で
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
発
見
や
研
究
と
は
認
め
ら
れ
が

た
い
か
ら
で
す
。

　

私
も
多
く
の
史
料
に
関
わ
っ
て
い
る

一
人
と
し
て
、
こ
の
史
料
か
ら
、
新
た

な
一
次
史
料
へ
の
つ
な
が
り
が
予
感
さ

れ
、
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
町
史
の
執

筆
を
続
け
て
い
ま
す
。（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
�
７
８
２
０

新
発
見
、
明
治
期
の
一
次
史
料
！

　

史
料
は
、
歴
史
の
研
究
や
調
査
を
行

う
上
で
有
効
性
・
信
頼
性
を
見
極
め
る

大
切
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
形
式

的
に
一
次
史
料
・
二
次
史
料
等
に
分

け
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
生
の

資
料
・
同
時
代
の
史
料
の
こ
と
を
「
一

次
史
料
」、
一
次
史
料
な
ど
に
よ
っ
て

後
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
を
「
二
次
史

料
」
と
呼
び
ま
す
。

　

町
史
編
さ
ん
を
続
け
て
い
る
と
、
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
史
料
提
供
を
受
け

ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
発
見
し
た
、

明
治
期
の
栗
山
生
活
文
化
が
分
か
る

一
次
史
料
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
明
治
35
年
当
時
、
栗
山
駅
停
車
場

し
て
栗
山
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
お
店
は
オ
ー
プ

ン
し
て
ま
だ
間
も
な
く
、
メ
ニ
ュ
ー

数
も
少
な
い
で
す
し
、
オ
ー
ダ
ー
で

お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。cafe&bar

く
り
と
く

ら
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

商
店
街
に
カ
フ
ェ
バ
ル
が
オ
ー
プ
ン

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.30
　

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
石
井
で
す
。

　

11
月
16
日
に
駅
前
通
り
商
店
街
の

昭
和
堂
時
計
店
跡
地
に
「cafe&bar

（
カ
フ
ェ
バ
ル
）
く
り
と
く
ら
」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
!!
オ
ー
プ
ン
日

は
佐
々
木
町
長
を
は
じ
め
商
店
街
の

方
々
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
を
招
い

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
そ
の
後
一
般
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、

初
日
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
き
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

栗
山
町
に
は
お
い
し
い
食
材
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
栗
山

町
や
周
辺
市
町
村
の
食
材
を
積
極
的

に
利
用
し
、
町
外
か
ら
来
た
方
に
は

栗
山
町
に
こ
ん
な
お
い
し
い
特
産
品

が
あ
っ
た
ん
だ
！
と
知
っ
て
も
ら

い
、
町
内
の
方
に
は
お
い
し
さ
の
再

発
見
を
し
て
い
た
だ
け
る
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
オ
ー
プ
ン
前

後
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も
多
数
受

け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.30

オープニングセレモニーであいさつ

　JR 室蘭線（沼ノ端～岩見沢間）を地域住民の足として守り、公共交
通機関としての利便性および持続可能性の向上を目指し、鉄路を中心に
周辺の地域振興を目的として、JR 室蘭線活性化連絡協議会が 11 月 8 日
に発足しました。
　この協議会には、沿線の 2 市 3 町（苫小牧市、安平町、岩見沢市、由仁町、
栗山町）が参加し、国や北海道、JR 北海道などの関係団体や、他の線
区の協議会などと連携しながら、利用促進につながる方法や、コストを
抑える方法など、みんなで知恵を出し合い、室蘭線の維持存続に向けて
活動をしてまいります。№ 9

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

入口前から見た店内の様子
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JR 室蘭線活性化連絡協議会が発足！
　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
、
平
成
29
年
度
の
線
区

別
収
支
と
利
用
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
８
月
の
台
風
災
害
に
よ

り
、
長
い
間
不
通
と
な
っ
て
い
た
石
勝

線
が
復
旧
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
南
千

歳
～
帯
広
間
や
札
幌
周
辺
で
の
収
支
の

改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
鉄
道
事
業

全
体
で
は
、
５
５
１
億
円
余
り
の
赤
字

と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
よ
り
約
25
億

円
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　

室
蘭
線
（
沼
ノ
端
～
岩
見
沢
間
）
は
、

営
業
収
益
が
１
億
２
３
０
０
万
円
、
営

業
費
用
が
13
億
５
７
０
０
万
円
で
、
収

益
か
ら
費
用
を
差
し
引
き
し
た
営
業
損

益
は
、
12
億
３
３
０
０
万
円
の
赤
字

で
、
前
年
度
か
ら
わ
ず
か
に
改
善
し
た

も
の
の
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道　

平
成
29
年
度
線
区
別
収
支
状
況

JR 北海道　単独維持困難線区の収支状況（平成 29 年度）

線名 区間
収支 ( 単位：百万円 ) 輸送密度

( 人 ) ※収益 費用 損益
札沼線 医療大学～新十津川 15 329 ▲ 314 57
根室線 富良野～新得 31 735 ▲ 705 92
留萌線 深川～留萌 39 772 ▲ 732 157
宗谷線 名寄～稚内 436 3,169 ▲ 2,733 352

根室線・ 釧路～根室 163 1,272 ▲ 1,110 264
滝川～富良野 138 1,408 ▲ 1,270 428

室蘭線 沼ノ端～岩見沢 123 1,357 ▲ 1,233 439
釧網線 東釧路～網走 286 1,783 ▲ 1,497 374
日高線 苫小牧～鵡川 27 453 ▲ 426 449

石北線
新旭川～上川 317 1,299 ▲ 982 1,188
上川～網走 996 4,258 ▲ 3,261 821

富良野線 富良野～旭川 401 1,399 ▲ 998 1,597
石勝線 新夕張～夕張 10 218 ▲ 207 69
日高線・ 鵡川～様似 57 817 ▲ 760 119

※輸送密度は、1 キロ当たりの 1 日平均輸送人員を表します。
※運休中の根室線 ( 富良野～新得 ) と日高線（鵡川～様似）は、代行
　バスによる数値です。



北海道栗山高等学校の魅力づくり委員会委員の公募

【申込期限】　12 月 10 日㈪  必着
【応募資格】

　町内に在住、在勤または在学されている満 18 歳以上の方
※３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません。

【応募方法】
　専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出
※申込書は下記申込先でお渡しするほか、町ホームページからもダウンロードでき

ます。
※申込書の提出は、郵送、FAX、E メールいずれかでお願いします。
※申込書は返却しません。

【決定方法】　申込書による書類選考および面談
【申込先・問い合わせ】

　町教育委員会学校教育グループ
　☎ 72-1117　FAX72-6522　
　Ｅメール gakkoukyouiku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp

募
集

町民参加の機会を広げるため、各種審議会・委員会などを公募しています

中

　栗山高等学校の将来のあり方や魅力ある学校づくり（特色ある教育課程や地域の
教育資源などとの効果的な連携など）を検討するため、次のとおり委員を募集します。

【公募人数】　3 人（総委員数 20 人以内）
【任　　期】　委嘱のあった日から平成 32 年３月 31 日まで（2 年間）
【会議など】　年 5 回程度、ただし、今年度は 2 回程度を予定（平日の夜に 2 時間程度）

　　　　　　※この会議は、原則公開です。また、謝礼はありません。

　

こ
ん
に
ち
は
。
一
般
社
団
法
人
栗

山
青
年
会
議
所
理
事
長
の
小
針
一
人

で
す
。
本
年
は
「
拓
け
和
を
以
て
」 

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
青
年
会
議

所
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
地
域
の
宝
で
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
夕
張
川
を
通
し
て
自

然
の
大
切
さ
や
故
郷
へ
の
帰
属
意
識

を
伝
え
る
た
め
に
、
夕
張
川
関
連
事

業
の
開
催
や
夕
張
川
自
然
再
生
協
議

会
様
と
協
働
し
、
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
栗
山
町
は
も
と
よ
り
、

長
沼
町
・
南
幌
町
・
由
仁
町
の
子
ど

も
た
ち
に
も
お
声
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
に

よ
り
、
感
謝
の
心
や
他
を
思
い
や
る

心
を
育
み
、
さ
ら
に
、
こ
の
地
域
の

魅
力
で
あ
る
ふ
る
さ
と
田
舎
ま
つ
り

２
０
１
８
と
く
り
や
ま
夏
祭
り
を
栗

山
商
工
会
議
所
青
年
部
様
と
協
働
で

事
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
沼
町
で
開
催
し
た
ス

ポ
ー
ツ
事
業
で
は
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
ヴ
ォ
レ
ア
ス
北
海
道
を

お
呼
び
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
で

南
々
空
知
４
町
住
民
の
夢
と
希
望
を

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.84

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝

軸
と
し
た

一
体
感
の

醸
成
を
図

り
、
地
域

間
連
携
に

対
す
る
意
識
変
革
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
先
般
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
南
々
空
知
Ｄ
Ｍ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
１
市
４
町
の
持

続
的
発
展
に
向
け
て
、
民
間
・
行

政
の
枠
を
超
え
た
連
携
に
関
す
る

理
解
を
深
め
、
地
域
観
光
振
興
を

主
軸
と
し
て
こ
の
地
域
が
連
携
し
、

広
域
情
報
を
発
信
す
る
た
め
の
機

会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ

の
町
の
輝
け
る
未
来
の
一
助
と
な

る
よ
う
青
年
会
議
所
運
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
本
年
開
催
い
た
し
ま
し

た
青
年
会
議
所
の
事
業
に
ご
参
加
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2018 年
度スロ

ーガン

小
針 

一
人

第

　

 

代
理
事
長

50小
針 

一
人

第

　

 

代
理
事
長

50

栗
山

ポケットクラブ「パッチワーク展」
　ベッドカバーから小物まで 200 点以上のパッチ
ワーク作品を展示しています。

【期　間】12 月 11 日㈫まで
大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日）

【日　程】12 月 7 日・14 日・21 日・28 日
※ 30 食限定で無くなり次第終了となります。
ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会など
ご利用をお待ちしております。まずはお気軽に
ご相談ください。

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

12 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅
KURIMU PLAZA

年末年始のお休み
【期　間】12 月 31 日㈪～ 1 月 3 日㈭

広報くりやまを配信しています

※「マチイロ」アプリの利用は無料ですが、通信費は各
　回線ごとの負担になります。
※広告が表示されますが、　その内容に、栗山町は一切
　責任を負いません。

　町は、「マチイロ」による広報くりやまの配信をして
います。普段、忙しくて広報紙をなかなか開けない方も、
気軽に広報くりやまをご覧いただけますので、ぜひご活
用ください。利用規約、プライバシーポリシーなど詳し
くは、株式会社ホープ（☎092-716-0914）のホームペー
ジ（http://www.zaigenkakuho.com/platform）を ご 覧
ください。
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今月の暮らし

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
分
別
へ
の

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

　
「
冬
の
暴
力
追
放
運
動
」
は
、
暴
力

団
の
根
絶
に
よ
り
暴
力
の
な
い
明
る
く

安
全
・
安
心
な
北
海
道
の
実
現
を
目
指

し
、
道
民
運
動
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

道
内
の
暴
力
団
情
勢

　

警
察
の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
と
暴
力

団
対
策
法
、
そ
し
て
道
内
全
市
町
村
で

施
行
さ
れ
た
暴
力
団
排
除
条
例
な
ど
の

法
整
備
や
暴
力
団
排
除
活
動
の
活
発
化

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
暴
力
団
構
成
員

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
暴
力
団
の
資
金
獲
得
方
法

で
は
、
薬
物
の
密
売
や
特
殊
詐
欺
を
は

じ
め
と
す
る
違
法
行
為
収
益
に
加
え
、

暴
力
団
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
正
業
を
装

う
な
ど
で
社
会
や
経
済
情
勢
の
変
化
を

巧
み
に
利
用
し
、
企
業
・
行
政
だ
け
で

は
な
く
個
人
を
も
標
的
と
し
た
資
金
獲

得
活
動
を
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

暴
力
団
排
除
の
気
運
を
高
め
住
み
よ

い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
次
の
「
３
な
い

運
動
＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）」
を
展
開

し
ま
す
。

３
な
い
運
動
＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）

①
暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」

②
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
」

③
暴
力
団
に
「
お
金
を
出
さ
な
い
」

＋
暴
力
団
と
「
交
際
し
な
い
」

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

次
の
こ
と
を
注
意
し
、
実
際
に
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
時
は
、
最
寄
り
の
警

察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。（
局
番
な
し

の
１
１
０
）

◆
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
・
督
促
状

は
相
手
方
に
確
認
せ
ず
家
族
に
相
談

◆
親
族
を
装
っ
た
電
話
に
よ
る
振
り
込

み
依
頼
は
、
ま
ず
家
族
に
確
認
し
、

す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い
こ
と

◆
暴
力
団
の
た
ま
り
場
な
ど
へ
の
集
合

や
暴
走
行
為
を
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
と
き
は
、
警
察
に
通
報
す
る

冬
の
暴
力
追
放
運
動

グラフ 1

その他

缶・びん・ペットボトル

プラスチック類

紙類・金属類

生ごみ

炭にできるごみ

炭にできないごみ

50.8%

12.4%

0.2% 2.1%

22.4%

0.8%

11.2%

その他

事業系廃棄物

容器包装以外のプラスチ
ック製品など

他素材容器包装（缶、ビ
ン、紙製品容器包装）

ペットボトル

汚れの付着したプラスチ
ック製容器包装

プラスチック製容器包装
（適正物）

87.1%

6.6%
4.3%
0.8%

0.4%
0.9%

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
ご
み
分
別
が
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
、
毎
年
、
回
収
し
た
ご

み
の
中
身
を
確
認
す
る「
ご
み
質
調
査
」

を
実
施
し
て
お
り
、
調
査
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
調
査
概
要

・
回
収
日　

10
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

・
実
施
日　

10
月
9
日
㈫
～
11
日
㈭

・
収
集
対
象

　

家
庭
ご
み
お
よ
び
事
業
所
ご
み

　

調
査
ご
み
総
重
量

○
炭
に
で
き
る
ご
み　
　

２
５
５
㎏

○
炭
に
で
き
な
い
ご
み　

２
４
９
㎏

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類　
　

71
㎏

◆
炭
に
で
き
る
ご
み（
茶
色
）結
果

　

分
別
状
況
（
グ
ラ
フ
１
）
は
適
正
分

別
が
約
84
％
（
昨
年
度
66
％
）
で
し

た
。
依
然
と
し
て
不
適
正
物
の
大
半
は

コ
ピ
ー
用
紙
や
箱
類
な
ど
の
「
資
源
と

な
る
紙
類
」
で
あ
り
、
分
別
せ
ず
に
排

出
さ
れ
る
と
町
が
処
理
料
を
支
払
い
処

分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
適
正
に

分
別
し
て
排
出
さ
れ
る
と
引
取
業
者
に

売
却
で
き
、
町
の
貴
重
な
収
入
と
な
り

ま
す
。「
資
源
と
な
る
紙
類
」
は
資
源

ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
炭
に
で
き
な
い
ご
み（
緑
色
）結
果

　

分
別
状
況
（
グ
ラ
フ
２
）
は
適
正
分

別
が
約
51
％
（
昨
年
度
48
％
）
で
し
た
。

主
な
不
適
正
物
は
木
類
や
布
類
な
ど
の

炭
に
で
き
る
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

ご
み
な
ど
で
あ
り
、
中
に
は
全
く
分
別

が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
炭
に
で
き
な
い
ご
み
に

分
類
さ
れ
る
主
な
も
の
は
「
プ
ラ
マ
ー

ク
の
な
い
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

（
お
も
ち
ゃ
、
ざ
る
、
洗
面
器
な
ど
）」、

「
ゴ
ム
・
ビ
ニ
ー
ル
・
革
製
品
」、「
ペ
ッ

ト
用
砂
」
な
ど
で
す
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類（
青
色
）結
果

　

分
別
状
況
（
グ
ラ
フ
３
）
は
適
正
分

別
が
約
87
％
（
昨
年
度
73
％
）
で
し
た
。

主
な
不
適
正
物
は
食
材
が
袋
か
ら
出
さ

れ
な
い
ま
ま
の
も
の
や
ソ
ー
ス
が
付
い

て
汚
れ
た
ま
ま
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と

容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

で
す
。
こ
れ
ら
の
不
適
正
物
は
分
別
し

て
も
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま
せ
ん
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の

有
無
を
確
認
す
る
と
と
も
に
中
身
は
使

い
切
り
、
汚
れ
て
い
る
も
の
は
水
洗
い

す
る
か
、
布
で
拭
く
な
ど
し
て
き
れ
い

な
状
態
で
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
を
終
え
て

　

調
査
し
た
全
て
の
種
類
で
昨
年
度
よ

り
適
正
分
別
率
は
上
が
っ
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
不
適
正
物
が
多
く
混
入
し
て

い
る
状
況
で
す
。
そ
の
中
で
も
例
年
同

様
、「
資
源
と
な
る
紙
類
」
の
混
入
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
も
汚
れ
た
ま
ま
の
も
の
な
ど

不
適
正
物
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
状
況

で
す
。
資
源
物
は
正
し
く
排
出
さ
れ
れ

ば
有
償
で
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

適
正
な
分
別
は
ご
み
処
理
費
用
の
低
減
、

ま
た
、
埋
立
最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
適
正
な
分

別
の
徹
底
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

グラフ 2

グラフ 3

その他

缶・びん・ペットボトル

プラスチック類

紙類・金属類

生ごみ

炭にできないごみ

炭にできるごみ

83.7%

5.2%
0.6%
9.3% 1.2%

0.1%

炭にできるごみ（家庭＋事業所）

炭にできないごみ（家庭＋事業所）

プラスチック類（家庭）

平
成
30
年
度
ご
み
質
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ

12
月
15
日
㈯
～
平
成
31
年
１
月
14
日
㈪
　
　

【
注
意
】
北
朝
鮮
に
よ
る 

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

日
本
人
拉
致
事
件
を
は
じ
め
と
し

た
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の

実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
12
月
10

日
か
ら
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
政
府
は
、
17
人
の
日

本
人
を
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

と
し
て
認
定
し
、
そ
の
う
ち
５
人

は
平
成
14
年
10
月
に
帰
国
が
実
現

さ
れ
ま
し
た
が
、
他
の
被
害
者
は

未
だ
北
朝
鮮
か
ら
納
得
の
い
く
説

明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
ま
ず
は
、
こ
の
問
題
へ
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

消
防
設
備
士
試
験
を
行
い
ま
す

◆
試
験
日

　

平
成
31
年
１
月
20
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

　

札
幌
市　

甲
種
（
第
１
～
５
種
）、

乙
種
（
第
１
～
７
類
）（
そ
の
他
、

道
内
各
地
で
実
施
）

◆
受
験
資
格　

○
甲
種
は
制
限
あ
り

※
詳
し
く
は
、
下
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。　

○
乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
願
書
の
受
付
期
間

　

書
面
申
請

　

12
月
３
日
㈪
か
ら
10
日
㈪
ま
で

　

電
子
申
請

　

12
月
７
日
㈮
ま
で

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合

わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活

安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０
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今月の健
け ん こ う

幸
　

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
今

年
も
12
月
、
平
成
最
後
の
師
走
と
な
り

ま
し
た
。
今
回
は
「
糖
尿
病
の
食
事
療

法
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
血
糖
値
を
気

に
し
て
い
る
人
へ
の
お
話
で
す
。

　

糖
尿
病
患
者
で
は
一
般
人
と
比
較
し

て
平
均
寿
命
は
約
10
年
か
ら
15
年
短
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
食
事
療
法
、
運
動
療
法
、

生
活
習
慣
改
善
を
実
施
し
、
良
質
な
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
達
成
し
て
、
さ
ら

に
血
圧
、
脂
質
な
ど
の
総
合
的
な
管
理

を
行
う
こ
と
で
、
糖
尿
病
特
有
の
合
併

症
で
あ
る
網
膜
症
・
腎
症
・
神
経
症
の

細
小
血
管
障
害
の
発
症
を
予
防
、
進
展

の
抑
制
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、

脳
卒
中
・
心
筋
梗
塞
の
大
血
管
障
害
も

予
防
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
予
後
が
改

善
し
て
き
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
の
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
糖
尿
病
治
療
の
基
本
は
食
事
・

運
動
療
法
、
生
活
習
慣
改
善
で
す
。
糖

尿
病
の
薬
物
治
療
と
言
う
と
イ
ン
ス
リ

ン
注
射
と
す
ぐ
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。イ
ン
ス
リ
ン
は
膵
臓
の
β（
ベ
ー

タ
）
細
胞
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン

で
、
高
血
糖
が
続
く
と
β
細
胞
が
疲
弊

し
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
量
が
減
少
し
ま
す

が
、
今
回
は
詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん
。

　

経
口
血
糖
降
下
薬
は
７
種
類
の
薬
剤

が
使
用
可
能
で
す
が
、
①
低
血
糖
を
来

さ
な
い
②
体
重
を
増
加
さ
せ
な
い
、
の

２
つ
の
利
点
を
持
つ
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関

連
薬
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
「
イ
ン
ク
レ
チ
ン
」
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
て
み
ま
す
。

　

栄
養
素
が
小
腸
を
通
過
す
る
際
に
分

泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
で
、
膵

ベ
ー
タ
細
胞
に
働
い
て
、
血
糖
濃
度
依

存
性
に
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
を
増
幅
す
る

物
質
を
「
イ
ン
ク
レ
チ
ン
」
と
よ
び
、

GLP-1

（
グ
ル
カ
ゴ
ン
様
ペ
プ
チ
ド
１
）

とGIP

（
グ
ル
コ
ー
ス
依
存
性
イ
ン
ス

リ
ン
分
泌
促
進
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
）
が
あ

イ
ン
ク
レ
チ
ン
効
果
を
発
揮
さ
せ
る

　「
食
事
の
仕
方
」
を
教
え
ま
す

保
健
福
祉
の
コ
ラ
ム

渡
邊　

光
明

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

栗
山
赤
十
字
病
院　

院
長　

内
科

り
、
数
分
でDPP-4

に
よ
り
分
解
さ

れ
ま
す
。
正
常
人
で
は
ご
飯
を
何
杯
食

べ
て
も
血
糖
値
が
常
に
一
定
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
作
用
に

よ
っ
て
お
り
、
食
べ
た
食
事
・
血
糖
上

昇
の
情
報
が
小
腸
か
ら
膵
臓
に
伝
わ
り

瞬
時
に
必
要
量
の
イ
ン
ス
リ
ン
を
追
加

分
泌
さ
せ
る
機
構
で
す
。
糖
尿
病
の
人

で
は
イ
ン
ク
レ
チ
ン
作
用
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
の
う

ち
経
口DPP-4

阻
害
薬
は
現
在
で
は

患
者
の
75
％
に
処
方
さ
れ
て
い
る
程
汎

用
さ
れ
、GLP-1

作
用
薬
の
注
射
剤
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
重
要
な
糖
尿
病
の
食
事
療
法

に
つ
い
て
記
し
ま
す
。
近
年
で
は
欧
米

人
は
健
康
食
と
し
て
和
食
（
日
本
食
）

を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、単
に
カ
ロ
リ
ー

量
、
脂
質
、
た
ん
ぱ
く
質
の
種
類
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
答
え
の
一
助

と
な
る
の
が
「
イ
ン
ク
レ
チ
ン
」
作
用

な
の
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
コ
ー
ス

メ
ニ
ュ
ー
と
和
食
（
会
席
料
理
）
の
メ

ニ
ュ
ー
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
で
は
パ
ン
（
炭
水
化

物
）
が
先
に
出
ま
す
が
、
会
席
料
理
で

は
ご
飯
・
そ
ば
な
ど
炭
水
化
物
は
締
め

と
し
て
最
後
に
出
て
き
ま
す
。
両
メ

ニ
ュ
ー
で
の
イ
ン
ク
レ
チ
ン
作
用
を
検

討
し
た
結
果
で
は
会
席
料
理
の
方
で

GLP-1

分
泌
量
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
和
食
コ
ー
ス
で
は
野
菜
、

肉
類
、
魚
介
類
を
先
に
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
イ
ン
ク
レ
チ
ン
効
果
が
み
ら
れ
イ

ン
ス
リ
ン
分
泌
が
増
加
し
て
お
り
、
そ

の
後
の
ご
飯
（
炭
水
化
物
）
摂
取
に
よ

る
血
糖
上
昇
を
抑
制
し
て
い
る
の
で

す
。
食
べ
る
順
番
を
考
え
た
先
人
の
知

恵
に
脱
帽
す
る
ば
か
り
で
す
。つ
ま
り
、

野
菜
、
魚
貝
類
、
肉
類
を
先
に
食
し

て
、
最
後
に
ご
飯
、
そ
ば
、
う
ど
ん
な

ど
の
炭
水
化
物
を
食
べ
る
と
い
う
順
番

を
守
れ
ば
良
い
の
で
す
。
食
事
の
仕
方

で
膵
臓
β
細
胞
を
疲
弊
さ
せ
な
い
、
即

ち
、
自
か
ら
の
努
力
で
糖
尿
病
を
予
防

し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
良
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
日
か
ら
で
も
イ
ン
ク

レ
チ
ン
効
果
を
期
待
し
て
、
食
べ
る
順

番
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？ 
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保
健
の
お
知
ら
せ

元
気
が
一
番

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h

な
効
果
は
こ
の
重
症
化
の
予
防
に
あ
り

ま
す
。

①
た
ん
ぱ
く
質
で
抵
抗
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

　

基
礎
体
力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め

　

ま
す
。

◆
お
す
す
め
の
食
材

　

肉
・
魚
・
大
豆
製
品
・
卵
・
乳
製
品

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

　
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
や
寒
さ
へ
の
抵
抗
力

　

を
付
け
、風
邪
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

◆
お
す
す
め
の
食
材

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
じ
ゃ
が
い
も
・
キ
ャ

ベ
ツ
・
キ
ウ
イ

③
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
で
ウ
イ
ル
ス
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

の
ど
や
鼻
の
粘
膜
を
保
護
し
、
ウ
イ

　

ル
ス
の
侵
入
口
を
丈
夫
に
し
ま
す
。

◆
お
す
す
め
の
食
材

に
ん
じ
ん
・
か
ぼ
ち
ゃ
・
ほ
う
れ
ん

草
・
チ
ー
ズ

④
体
を
温
め
る
食
材
、料
理
を
食
べ
ま
し
ょ
う
！

　

普
段
か
ら
薬
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
食
材
は
、
身
体
を
温
め
る
作
用
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
お
す
す
め
の
食
材

　
し
ょ
う
が
、
ね
ぎ
、
に
ら
、
た
ま
ね
ぎ

　

感
染
が
成
立
す
る
に
は
３
つ
の
条
件

が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
感
染
症
を
予

防
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。（
左

表
を
参
照
）

感
染
症
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

【表】感染予防の条件
条　件 予防法 予防例

1. 病原体がいること 病原体を除去する
こと

室内の清掃による清潔保持、適切
な消毒など病原体を持ち込まな
い・増やさない対策をとること

2. 感染経路があること 感染経路を遮断す
ること

正しい手洗いを行い、病原体を除
去すること

3. 体の抵抗力 病原体に負けない
抵抗を保つこと

十分な栄養と休息に心掛けた日頃
の健康管理、予防接種を受ける

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

　

感
染
症
と
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
病
原
体
が
体
に
侵
入
し
て
、
咳
や

下
痢
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
で
る
疾
患

の
こ
と
で
す
。
病
原
体
の
大
き
さ
や
構

造
に
よ
っ
て
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
真
菌
、

寄
生
虫
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
病
原

体
が
体
に
侵
入
し
て
も
、
症
状
が
現
れ

る
場
合
と
、
現
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
感
染
症
を
発
症
す
る
か
ど
う
か
は

病
原
体
の
感
染
力
と
体
の
抵
抗
力
の
バ

ラ
ン
ス
で
決
ま
っ
て
く
る
か
ら
で
す

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
流
行
し
て
い
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入

り
増
殖
す
る
こ
と
を
抑
え
る
働
き
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症

状
が
出
る
発
病
を
抑
え
る
効
果
は
一
定

程
度
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
病
後
、

多
く
の
方
は
一
週
間
程
度
で
回
復
し
ま

す
が
、
中
に
は
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
の
重

い
合
併
症
が
現
れ
重
症
化
し
て
し
ま
う

方
が
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
最
も
大
き

感
染
予
防
の
３
大
条
件

予
防
接
種
で
抵
抗
力
を
高
め
る

日
頃
の
食
事
で
抵
抗
力
を
高
め
る

献
血
の
お
知
ら
せ

◆
日
　
程　
平
成
31
年
１
月
25
日
㈮

◆
場
　
所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関　
北
海
道
対
が
ん
協
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

　

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
・

い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検
診

（
胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
）

※
詳
し
く
は
町
広
報
４
月
号
に
折
り
込

ま
れ
た
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

◆
日
　
程　
12
月
19
日
㈬

◆
場
所
・
時
間

○
株
式
会
社
タ
ネ
シ
ョ
ウ
シ
ー
ド
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト

　

午
前
９
時
半
～
10
時

○
栗
山
警
察
署

　

午
前
10
時
半
～
午
後
０
時
半

○
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

　

午
後
２
時
～
２
時
半

○
栗
山
赤
十
字
病
院

　

午
後
３
時
～
４
時
半



宮
み や に し

西   尚
な お き

生選手

淺
あ さ ま

間   大
だ い き

基選手
   が 訪問  されました

　
　

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
宮
西
尚
生
選
手

と
淺
間
大
基
選
手
が
11
月
21

日
、
栗
山
町
を
訪
れ
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
　

は
じ
め
に
役
場
を
訪
れ
、

栗
山
い
ち
い
保
育
園
の
園
児

や
職
員
な
ど
約
１
０
０
人
に

出
迎
え
ら
れ
た
２
人
は
佐
々

木
学
町
長
へ
あ
い
さ
つ
。
特

製
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
を
寄
贈
し

た
後
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
結
果

報
告
と
来
シ
ー
ズ
ン
へ
の
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　

そ
の
後
、
栗
山
中
学
校
に

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
訪
問
。「
し
っ

か
り
食
べ
て
元
気
な
体
に
」

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
　

次
に
、
２
人
は
栗
山
小
学

校
へ
移
動
し
、
町
内
３
小
学

校
の
児
童
と
玉
入
れ
対
決
な

ど
で
交
流
。

　
　

こ
の
後
、
栗
の
樹
フ
ァ
ー

ム
と
小
林
酒
造
を
満
喫
し
、

最
後
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
は
、
参
加
し
た
約
５
０
０

人
と
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
抽
選

会
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

ー写真でつづる思い出の 2ページー
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く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

加
盟
店
会
が
主
催
す
る

「
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
」
が

11
月
３
日
、
栗
山
駅
前
通
り
商

店
街
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
商
店
街
で
の
買

い
物
に
慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
開
催
し
今
年
で
８
回
目
。

町
内
の
２
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の

未
就
学
児
30
組
38
人
が
参
加
し

は
じ
め
て
の
お
つ
か
い

く
り
や
ま
駅
前
通
り
商
店
街

栗山町 検索栗山町 検索

道
民
笑
い
の
日
普
及
啓
発

事
業
と
し
て
、
笑
い
と

健
康
を
考
え
る
講
演
会
が
11
月

４
日
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
る
る
」
で
開
か
れ
ま
し

た
。
講
師
に
、
日
本
笑
い
学
会

北
海
道
支
部
長
伊
藤
一
輔
さ
ん

を
招
き
、「
笑
っ
て
の
ば
そ
う

健
康
寿
命
～
笑
い
と
健
康
の
ス

テ
キ
な
関
係
～
」と
題
し
講
演
。

今
年
で
43
回
目
と
な
る「
伝

承
も
ち
つ
き
会
」
が
11

月
11
日
、
栗
山
寺
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
杵
と
臼
を
使
っ
た
昔
な

が
ら
の
も
ち
つ
き
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、
桜
丘

町
内
会
が
中
心
と
な
り
実
行
委

員
会
を
結
成
し
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
用
意
さ
れ
た
も

ち
米
は
約
70
キ
ロ
。
参
加
し
た

ま
し
た
。
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ

ラ
ザ
」
に
集
合
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

か
ら
パ
ン
や
お
花
な
ど
の
買
い

物
を
頼
ま
れ
、
財
布
に
お
金
と

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
入

れ
て
出
発
。
ど
き
ど
き
し
な
が

ら
も
何
と
か
お
目
当
て
の
店
に

た
ど
り
つ
き
、
無
事
に
商
品
を

買
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

笑
い
は
人
間
関
係
の
潤
滑
油

笑
い
と
健
康
を
考
え
る
講
演
会

伊
藤
さ
ん
は
「
笑
い
は
人
間
関

係
の
潤
滑
油
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

感
情
は
健
康
に
い
い
。
周
り
が

つ
ら
い
時
は
あ
な
た
の
笑
顔
が

何
よ
り
の
薬
に
な
り
ま
す
」
と

呼
び
か
け
、
約
１
０
０
人
の
来

場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

冬
の
到
来
告
げ
る「
ヨ
イ
シ
ョ
」の
掛
け
声

伝
承
も
ち
つ
き
会

子
ど
も
た
ち
や
町
内
会
の
役
員

な
ど
約
１
０
０
人
は
、
薪
ス

ト
ー
ブ
を
使
っ
た
せ
い
ろ
で
蒸

し
た
も
ち
米
を
楽
し
そ
う
に
つ

い
て
い
ま
し
た
。
も
ち
つ
き

を
体
験
し
た
角
田
菜な

お緒
さ
ん

は
「
毎
年
来
て
い
ま
す
が
、
も

ち
つ
き
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

伊
藤
一
輔
さ
ん
を
講
師
に
招
き
講
演

杵
を
持
ち
、
も
ち
米
に
向
か
っ
て
力

い
っ
ぱ
い
振
り
下
ろ
す
子
ど
も
た
ち

①

②

①緊張した様子でま
ちの駅「栗夢プラザ」
を出発
②お金を支払い、商
品を受け取る様子

栗山町 検索栗山町 検索

冬
の
交
通
安
全
運
動
（
11

月
11
日
～
20
日
）
中
の

11
月
12
日
、
栗
山
町
交
通
安
全

協
会
関
係
団
体
と
町
職
員
な
ど

約
50
人
が
、
町
道
中
央
通
り
と

南
大
通
り
沿
い
で
交
通
安
全
啓

発
活
動
「
イ
エ
ロ
ー
作
戦
」
を

行
い
ま
し
た
。
開
会
式
で
栗
山

警
察
署
の
井
上
修
署
長
が
「
こ

の
時
期
は
日
暮
れ
が
と
て
も
早

安
全
運
転
呼
び
か
け
る

イ
エ
ロ
ー
作
戦

本
格
的
な
新
酒
の
仕
込
み

を
前
に
、
お
い
し
い
酒

が
で
き
る
よ
う
に
願
う
と
と
も

に
蔵
人
の
健
康
と
安
全
を
祈
願

す
る
「
祈
醸
祭
」
が
11
月
16
日
、

小
林
酒
造
株
式
会
社
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
祈
醸
祭
は
古
く
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

に
入
り
同
社
の
祈
醸
祭
は
空
知

管
内
の
宮
司
が
一
堂
に
会
し
て

今
年
も
良
い
お
酒
が
で
き
ま
す
よ
う
に

小
林
酒
造
で
祈
醸
祭神

事
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
非

常
に
珍
し
い
も
の
で
す
。
今
年

は
、
９
つ
の
神
社
か
ら
宮
司
が

集
ま
り
、
関
係
職
員
の
参
列
の

も
と
醸
造
の
成
功
と
安
全
が
祈

願
さ
れ
ま
し
た
。
酒
蔵
は
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
仕
込
み
作
業
に

入
り
、
12
月
下
旬
に
一
番
早
い

「
新
酒
し
ぼ
り
た
て
」
が
出
荷

さ
れ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年

会
議
所
が
主
催
す
る
、

「
南
々
そ
ら
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
11
月
14
日
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
地
域

の
枠
を
越
え
観
光
地
域
づ
く
り

を
行
う
法
人
の
D
M
O
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
南
々
そ

ら
ち
１
市
４
町
の
観
光
資
源
を

活
用
し
、
地
域
で
の
稼
ぐ
力
を

創
出
し
て
い
く
た
め
に
国
内
の

先
行
事
例
を
学
び
な
が
ら
、
今

リ
ピ
ー
タ
ー
の
声
を
大
切
に

南
々
そ
ら
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

後
持
続
可
能
な
組
織
設
立
に
向

け
よ
う
と
実
施
。
会
場
に
は
町

内
外
の
ま
ち
づ
く
り
関
係
者

な
ど
約
60
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
師
に
静
岡
県
小
山
町

D
M
O
室
の
浅
谷
恭
成
室
長

を
招
き
講
演
。「
あ
り
の
ま
ま

の
マ
チ
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ

る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
何
を
求
め
て

い
る
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト

と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

① 2 人のパネリストとともに意見交換②これか
らの観光を述べる浅谷恭成さん

肌
寒
い
中
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

小
林
米
三
郎
社
長
を
は
じ
め
、
多
く

の
関
係
者
が
祈
願

①

②

く
な
り
ま
す
。
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は

「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
」
と
書
か
れ
た
黄

色
い
旗
を
振
り
約
30
分
間
、
道

行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。  
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◆児童扶養手当
【受給資格】

ひとり親家庭で次の①～⑨のいずれかに該当する 18 歳に達する日以後最初の 3 月 31 日（障がいの
ある方は 20 歳未満）までの児童を養育している方、または代わりに児童を養育されている方
①父母が婚姻を解消した児童
②父（母）が死亡した児童
③父（母）が重度の障がいのある児童
④父（母）の生死があきらかでない児童
⑤父（母）から一年以上遺棄されている児童
⑥父（母）が一年以上拘禁されている児童
⑦父（母）が裁判所のＤＶ保護命令を受けている児童
⑧母が婚姻しないで生まれた児童
⑨父・母ともに生死不明である児童
※事実婚（婚姻届は出していないが、婚姻と同じ状態にある）の方は対象になりません。
※受給するためには所得制限があります。また毎年一度、児童の状況や前年の所得などの申告のため
現　況届を提出していただきます。
◆特別児童扶養手当

【受給資格】
身体や精神に障がいのある 20 歳未満の児童の父母、または父母に代わって児童を養育されている方
※児童の障がいの程度により数年に一度、医師の診断書を提出していただきます。
※所得制限があり、毎年一度、児童の状況や前年の所得などの申告のため現況届を提出していただきます。

【手当月額】
・一級　51,700 円　・二級　34,430 円

【支 給 月】4 月・8 月・11 月（4 カ月分ずつ支給）

【手当月額】※児童一人の場合
・全額支給　42,500 円
・一部支給　10,030 円～ 42,490 円

【支 給 月】
4 月・8 月・12 月（4 カ月分ずつ）
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という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　
　町福祉課福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

　18 歳未満のお子さんのいるひとり親家庭
の方や、障がいのある 20 歳未満のお子さん
を養育されている方への手当制度です。

児童福祉手当制度児童福祉手当制度児童福祉手当制度
ご存知ですか？

　

　

思いがけない「高額請求」

 「チラシ」を見て頼んだ廃品回収

【国民生活センター事例より】
　他県に住む親がチラシを見て、廃品回収
を事業者に依頼した。チラシには「廃品回
収代金が 8 万円」と書かれていたが、実際
には 47 万円請求され、支払ってしまった。

（当事者：80 歳代　男性）

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

　「認知症」は特別なものではなく、誰にでも起
こる可能性があります。オレンジカフェは介護
に不安がある方や地域の方が気軽に集い、抱え
ている悩みを相談できる、「憩いの場」です。ど
なたでも参加可能です。
　12 月のテーマは「手軽で簡単、キャンドル作り」
です。できあがりをイメージしながら指先を使
い、配色を考えて作業することで脳活性化の効
果が期待されます。作ったキャンドルはお持ち
帰りできます。

【日　時】　
　12 月 19 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま　
　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

　
　

【日　時】 12 月 21 日㈮
　　　　   13：00 ～ 16：00

【場　所】 総合福祉センター「しゃるる」
【内　容】

 　札幌弁護士会所属弁護士による法律相談
【申込方法】事前に電話で予約（定員 6 人）
【申込先・問い合わせ】

　町社会福祉協議会  ☎ 72-1322

無料法律相談無料法律相談無料法律相談

◎投げ込みチラシなどを見て事業者に廃品回収
を依頼する場合、チラシに記載されている金
額で契約出来るとは限りません。事前に複数
の事業者から見積もりを取り、料金だけでな
く作業内容も比較検討しましょう。

◎作業終了後に突然高額な金額を請求される
ケースもあります。契約時や作業開始前に追
加料金がないか確認しましょう。

◎作業時は家族や周りの人に立ち会ってもらう
ことも大切です。

◎ 困 っ た と き
は、南空知消
費 生 活 相 談
室 に ご 連 絡
ください。

【ひとこと助言】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第2・4水曜日

13：00
～ 15：00

「
お
っ
ぱ
い
」

　

今
年
２
才
に
な
っ
た
娘
は

７
月
に
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
り

ま
し
た
。
最
近
色
々
な
事
を

真
似
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

静
か
だ
な
と
思
っ
て
見
た
ら

自
分
の
服
を
め
く
り
上
げ
て

お
っ
ぱ
い
を
出
し
、
下
の
子

に
飲
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
て

い
ま
し
た
。「
潰
さ
れ
る
！
」

と
び
っ
く
り
し
た
の
と
、
そ

の
姿
が
可
愛
く
て
吹
き
出
し

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
明
日
は
ま
た
何

を
や
っ
て
く
れ
る
の
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

マ
マ
よ
り

お
し
ゃ
べ
り
ボ
ッ
ク
ス

新コーナー

皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

　

子
ど
も
の
ち
ょ
っ
と
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
新
し
い
家
族

の
紹
介
、
子
育
て
川
柳
・
俳

句
な
ど
を
受
け
付
け
中
で

す
。
た
く
さ
ん
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
作
品
は

随
時
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
北海道胆振東部地震に伴う義援金の配分について
　9 月 6 日に発生した地震災害に、皆さんの善意
で全国より寄せられた義援金は、被害に遭われた
方々の被害状況に応じて北海道災害義援金配分
委員会より、該当の道内 28 市町に配分がされま
した。
　本町でも、被災された対象者に配分されます。

【受付窓口・問い合わせ】
　町福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222



　
固
定
資
産
に
異
動
が
あ
れ
ば
連
絡
を 

　
　

土
地
と
建
物
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
の
状
況

に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　

建
物
の
新
築
や
増
築
、
取
り
壊

し
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。
特
に
、
車
庫
や
物
置
、

倉
庫
な
ど
は
忘
れ
や
す
い
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
所
有
者
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、
相
続
登
記
や
今

後
の
納
税
さ
れ
る
方
の
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
４

　

栗
山
地
区
新
年
交
礼
会

◆
日　
　

時

　

平
成
31
年
1
月
7
日
㈪　

　

午
後
5
時
半
～

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
会

費　
１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　

12
月
14
日
㈮

◆
申
込
先　

　

商
工
会
議
所
ま
た
は
所
属
町
内
会

く
ら
し

長
へ
会
費
を
添
え
て
申
し
込
み

※
個
別
に
は
案
内
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。　

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
商
工
会
議
所

　

☎
�
1
2
7
8

　

栗
山
少
年
少
女
合
唱
団
　
ク
リ
ス

　
マ
ス
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◆
日　
　

時　

12
月
16
日
㈰　

　

開
場　

午
後
１
時
半

　

開
演　

午
後
２
時
（
入
場
無
料
）

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

ロ
ビ
ー

※
暖
か
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
発
表
予
定
曲　
　

　

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、
あ
わ
て
ん
ぼ
う

　

の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
、
群
青
ほ
か

◆
ゲ
ス
ト

　
永
岡
涼
子
さ
ん（
札
幌
大
谷
大
学
４
年
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

指
導　

永
岡
真
佐
子

　

☎
０
９
０（
９
５
１
０
）９
６
５
０

　

合
格
祈
願
祭

　
　

合
格
祈
願
祭
は
社
殿
で
厳
粛
な

雰
囲
気
の
も
と
執
り
行
い
ま
す
。

　
　

終
了
後
は
神
社
関
係
者
よ
り
温

か
い
梅
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
社
殿
内
は
大
変
冷
え
込

み
ま
す
の
で
暖
か
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　
　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
受
付
日
時

　

12
月
31
日
㈪
午
後
10
時
50
分
～

平
成
31
年
１
月
１
日
㈷
午
前
０
時

20
分

◆
場　
　

所　

栗
山
天
満
宮
社
殿

◆
参
加
費　
２
０
０
０
円

　
（
祈
願
料
・
お
守
り
・
絵
馬
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

担
当　

塩
見

　

☎
０
９
０（
６
２
１
１
）０
２
０
０

　

狩
猟
免
許
試
験

◆
日　
　

時　

　

平
成
31
年
２
月
３
日
㈰

　

午
前
９
時
～

◆
場　
　

所

　

空
知
総
合
振
興
局

◆
予
備
講
習
（
受
験
者
対
象
）

　

平
成
31
年
１
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

◇
場　
　

所

　

岩
見
沢
市
民
会
館　

ま
な
み
ー
る

◇
受
講
料

 
・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種

　
７
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　

網　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　

わ
な　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　

網
お
よ
び
わ
な　

１
０
０
０
０

円
・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

網
ま
た
は
わ
な
を
受
講

　
１
０
０
０
０
円

◇
受
付
期
間　
　

　

12
月
25
日
㈫
～
平
成
31
年
１
月
22

日
㈫

※
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

空
知
猟
政
協
議
会

　

☎
０
１
２
６
（
２
５
）
５
７
６
８

　

第
３
回
　
漢
字
能
力
検
定

◆
検
定
日

　

平
成
31
年
１
月
30
日
㈬

　

午
後
６
時
半
～

◆
場

所　

角
田
小
学
校

◆
受
験
級　
２
級
～
10
級

◆
受
験
級
の
め
や
す

　
２
級
（
高
校
卒
業
・
大
学
程
度
）

　
３
級
（
中
学
校
卒
業
程
度
）

　
４
級
（
中
学
校
在
学
程
度
）

　
５
級
（
小
学
６
年
生
修
了
程
度
）

◆
受
験
料

　
２
級　
３
５
０
０
円

　

準
２
級
～
４
級　
２
５
０
０
円

　
５
級
～
７
級　
２
０
０
０
円

　
８
級
～
10
級　
１
５
０
０
円

◆
申
込
締
切

　

検
定
料
を
添
え
て
、
12
月
21
日
㈮

納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

町税納期限

12月25日  （火）

納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

町 道 民 税　　　　  ④期

国民健康保険税　　　　⑥期

介 護 保 険 料　  　　　⑥期

後期高齢者医療保険料　⑥期
}全てコンビニで

納付ができます。

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

ま
で
申
し
込
み

◆
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

角
田
小
学
校
・
学
校
運
営
協
議
会

　

☎
�
０
５
１
９

※
受
験
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
、

受
験
が
中
止
と
な
り
、
受
験
料
は

返
金
と
な
り
ま
す
。

　　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
ジ
ュ
ニ
ア
・
初

心
者
教
室

『
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
』

◆
対

象

　

小
学
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
５
級

程
度
以
上
）

※
北
海
道
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
ホ
ワ

イ
ト
パ
ー
ク
を
滑
り
降
り
る
こ
と

が
で
き
る
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。

※
初
心
者
の
お
子
さ
ん
は
、事
前
に「
キ
ッ

ズ
教
室
」
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日

時

　

平
成
31
年
１
月
7
日
㈪
か
ら
11
日

㈮
の
平
日
全
５
回

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所　

北
海
道
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
パ
ー
ク

◆
内

容

　

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ス
ト
１
級
を
目
指
し

た
ポ
ー
ル
練
習

◆
受
講
料　

1
0
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
込
み
で
、
リ
フ
ト
代
は

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n12
December

別
で
す
。

◆
定

員　

40
人

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
13
日
㈭　

午
後
6
時
半
～

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日

　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

島　

克
彦

　

☎
０
8
０（
5
5
9
2
）6
4
6
２

『
キ
ッ
ズ
ス
キ
ー
教
室
』

◆
対

象

　

未
就
学
児
（
年
長
児
）
～
小
学
２

年
生
（
初
め
て
ス
キ
ー
を
す
る
お

子
さ
ん
、
初
心
者
）

※
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ポ
ー
ル
教
室
」
を

受
講
希
望
で
初
め
て
ス
キ
ー
を
す

る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。（
小
学
生
以
上
）

◆
日

時

　

平
成
31
年
1
月
２
日
㈬
・
３
日
㈭

の
２
日
間

　
【
２
日
】　

午
前
10
時
～
11
時
半

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
半

　
【
３
日
】　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場

所

　

三
笠
市
桂
沢
ス
キ
ー
場
ほ
か

◆
内

容

　
「
止
ま
る
」「
回
転
で
き
る
」
を
目

標
に
、
リ
フ
ト
を
利
用
し
た
短
期

集
中
講
座

◆
受
講
料　

8
0
0
0
円

※
傷
害
保
険
込
み
で
、
リ
フ
ト
代
は

別
で
す
。

◆
定

員　

　
10
人（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

◆
説
明
会
日
時
・
場
所

　

12
月
13
日
㈭　

午
後
６
時
半
～

・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
日

　

説
明
会
当
日
に
受
け
付
け

※
申
込
書
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

　

☎
０
９
０（
１
５
２
６
）３
３
５
６

国 民 年 金

【問い合わせ】
町住民保健課住民グループ  ☎ 73-7509

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます

年末調整・確定申告まで大切に保管を！

　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告にお
いて、その年の 1 月 1 日から 12 月 31 日までに納付
した保険料全額が社会保険料控除の対象となります。
　社会保険料控除を受けるためには、納付したこと
を証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成 30 年 1 月 1 日から 10 月 1 日まで
の間に国民年金保険料を納付された方は、「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」が 11 月上旬に日
本年金機構本部から送付されていますので、年末調
整や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収
書）を添付してください。
　また、平成 30 年 10 月 2 日から 12 月 31 日までの
間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方は、
翌年の 2 月上旬に送付される予定です。
※なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、

ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告し
てください。

※ご照会は、控除証明書のはがきに表示されている下記の
　「ねんきん加入者ダイヤル」へお問い合わせください。

【ねんきん加入者ダイヤル】
☎ 0570（003）004

催

し

北海道電力からのお願い

○この冬も引き続き ｢無理のない範囲　
　での節電｣ にご協力をお願いします。
○詳しくは、ほくでんホームページを　
　ご覧ください。 ほくでん節電 検索
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ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n12
December

○年末年始業務カレンダー
12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7 1/8 1/9

金 土 日 月 祝 水 木 金 土 日 月 火 水

役場本庁舎 通常 お休み 日曜
窓口 お休み 日曜

窓口 通常

勤労者福祉センター
通常 お休み 通常

子育て支援センター「スキップ」
総合福祉センター「しゃるる」
カルチャープラザ「Eki」
農村環境改善センター
南部公民館
スポーツセンター
開拓記念館・泉記念館
いきいき交流プラザ
オオムラサキ館
あさひ工房

通常 お休み 通常

児童センター
通常 お休み 通常

図書館

角田・継立図書室 通常 お休み 通常

家庭ごみ・資源物収集 通常 お休み 通常

町営バス 通常 滝下線
のみ運行 お休み 滝下線

のみ運行 通常

栗山赤十字病院 通常 お休み（12/29 ～ 1/3、救急の場合は救急外来） 通常

年
末
年
始
の
業
務
案
内

　
役
場
本
庁
舎

お
休
み
　
12
月
29
日
㈯
～
1
月
6
日
㈰

※
出
生
、
死
亡
の
届
出
は
受
け
付
け

し
ま
す
。

　
（
死
亡
届
に
伴
う
火
葬
許
可
書
の

発
行
は
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時

15
分
）

※
12
月
30
日
㈰
・
１
月
6
日
㈰
の

日
曜
窓
口
開
設
は
通
常
通
り
行
い

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
保
健
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
９

　
そ
の
他
の
施
設

お
休
み
　
12
月
29
日
㈯
～
1
月
6
日
㈰

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
キ
ッ
プ
」

お
休
み
　
12
月
31
日
㈪
～
1
月
5
日
㈯

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る

る
」、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ

ｋ
ｉ
」、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
、
南
部
公
民
館
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
開
拓
記
念
館
・
泉
記

念
館
、
い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ
、

児
童
セ
ン
タ
ー
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

　

館
、
あ
さ
ひ
工
房
、
図
書
館
、
角

田
・
継
立
図
書
室

　

家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集

◆
年
末
の
ご
み
収
集
日　

　

12
月
28
日
㈮
ま
で
は
通
常
ど
お
り

◆
年
始
の
ご
み
収
集
日　

　

1
月
４
日
㈮
か
ら
は
通
常
ど
お
り

※
資
源
物
・
農
村
地
区
は
1
月
９
日

㈬
か
ら
収
集
を
開
始
し
ま
す
。

◆
環
境
セ
ン
タ
ー
（
桜
山
）
へ
の
自

己
搬
入　

　

年
末　

12
月
28
日
㈮
ま
で

　

年
始　

1
月
7
日
㈪
か
ら

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
環
境
政
策
課
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
１

　

町
営
バ
ス

お
休
み　

12
月
31
日
㈪
～
1
月
5
日
㈯

※
12
月
30
日
㈰
と
１
月
６
日
㈰
は
滝

下
線
の
み
運
行
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
2

　

町
職
員
（
学
芸
員
）
採
用
試
験

◆
業
務
内
容

　

自
然
教
育
全
般
に
係
る
業
務

◆
受
験
資
格

・
学
芸
員
資
格
取
得
者
ま
た
は
平
成

30
年
度
中
に
取
得
見
込
の
方

・
採
用
時
の
年
齢
が
お
お
む
ね
40
歳

ま
で
の
方

◆
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

◆
申
込
期
限　

12
月
21
日
㈮
必
着

◆
試
験
方
法

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験

※
募
集
要
項
お
よ
び
提
出
書
類
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　

臨
時
調
理
員
を
募
集
中

　
　

町
で
は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
臨
時
調
理
員
を
１
人
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
賃
金
形
態　

時
間
給
９
４
０
円

◆
就
業
時
間

・
月
～
木
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

・
金
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
半

◆
就
業
日

　

実
働
日
数
は
、
月
・
10
日
程
度

　
（
春
・
夏
・
冬
休
み
の
学
校
休
校

日
は
原
則
休
日
）

◆
採
用
日

　

平
成
31
年
１
月
７
日
㈪
予
定　

※
20
歳
～
50
歳
の
町
内
在
住
の
方
で
、

調
理
師
の
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
10
日
㈪

ま
で
に
履
歴
書
を
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
面
接
に
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
０
１
８
９

　
平
成
31
年
度
公
共
職
業
訓
練
生
募
集

◆
募
集
科
目　
　

板
金
科
お
よ
び
電

気
工
事
科

◆
訓
練
期
間

　

平
成
31
年
４
月
15
日
～
平
成
32
年

３
月
11
日

◆
応
募
資
格

　

平
成
31
年
３
月
に
中
学
校
以
上
を

卒
業
す
る
方
（
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
一
般
求
職
者

◆
募
集
定
員　
　

各
科
７
人

◆
訓
練
場
所　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
空
知
（
中
空
知
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
）

◆
授
業
料

　

無
料
（
入
学
諸
経
費
と
し
て

５
５
０
０
０
円
を
予
定
）

◆
申
込
期
限　

　

平
成
31
年
１
月
16
日
㈬

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知　

☎
０
１
２
５
（
２
４
）
１
８
８
０

水道が凍ってしまったら
　水道は氷点下 4 度以下になると、日中でも凍
結や破損の恐れがあります。
　外出時や、おやすみ前は水落としをするよう
に心掛けましょう。軽い凍結の場合は、露出し
ている管（保温筒などは取り外す）や蛇口など
にタオルを巻きつけ、上からお湯をゆっくりと
かけて溶かしてください。
　それでも水が出ない場合は、次の指定工事業
者に連絡してください。
※修理の依頼は、午前 8 時から午後 4 時までに
　お願いします。
※土日祝は、受け付け対応できない場合があり
　ますのでご注意ください。

みんなの

水 道

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

□丸勝給水設備工業株式会社（中央 1）
　☎ 72－1445
□北海設備工業株式会社（朝日 3）
　☎ 72－3440
□三友工業株式会社（継立）
　☎ 75－2050
□有限会社水工社（朝日 3）
　☎ 72－5283
□クリーンセンター株式会社（中央 3）
　☎ 73－3200

く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

国の教育ローン（日本政策金融公庫）のご案内
　高校、大学などへの入学時・在学中にかかる費用
を対象とした公的な融資制度です。お子さま 1 人に
つき 350 万円以内を、固定金利で利用でき、在学期
間内は利息のみのご返済とすることができます。
※詳しくは、コールセンター（☎ 0570-008656）へ
　お問い合わせください。
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栗山新時代に向かって！
　町民の皆さん、こんにちは。
　11 月 18 日、町内外より 200 名を超え
る方々のご出席のもと、栗山町開拓 130 年・
町制施行 70 年記念式典を挙行しました。
　明治 21 年に開拓の鍬が打ち下ろされ
て 130 年、さらに昭和 24 年に町制が施
行されて 70 年を迎えたところであり、
幾多の困難を乗り越え本町の礎を築いて
いただいた先人の偉業、そして、多くの
町民皆さんの不断のご尽力に対し、心か
ら敬意と感謝を申し上げます。
　式典では、ご来賓を代表して 3 名の方
からご祝辞をいただいたほか、本年度の
町政功労者 8 名の方へ表彰状の授与、ま
た、町政の振興発展に寄与された個人 10
名及び 7 団体に感謝状を贈呈させていた
だきました。
　式典のオープニングを飾った「栗山み
のり太鼓」の皆さん。町民憲章を朗唱し
た栗山中学校の岡村さんと島野さん、そ
して、式典終盤に太鼓とよさこい演舞を
共演した「艶美火舞羅」と「くりやま
OH!! 夢乱咲」の皆さんに、大いに式典を
盛り上げていただきました。
　若さと成長の息吹が会場を包み、栗山
新時代の幕開けを象徴する式典となりま
した。
　ご協力、ご列席いただいた皆さんに、
心から感謝とお礼を申し上げます。
　11 月は、本町が誇る芸術・文化に触れ
る機会が多くありました。
　50 年以上の歴史と伝統を積み重ねてこ
られた「芸能祭」や「菊花展」などに出
席し、何かと忙しい日常の生活の中で、
心に豊かさと安らぎを感じるひと時を過
ごさせていただきました。

　町民憲章の一つである「郷土を愛し、
文化豊かなまち」の実現に向け、文化連
盟はじめ関係団体の皆さんの、さらなる
ご活躍をご期待申し上げます。
　さて、11 月 13 日までの 12 日間、町
内 25 会場で開催した「まちづくり懇談会」
ですが、271 名の町民皆さんが参加され、
熱心なご議論をいただきました。
　来年度から 4 年間の第 6 次総合計画後
期実施計画原案に対し、多くのご意見・
ご提言をいただいたところであり、早急
に検討・精査し、最大限、計画に反映し
てまいります。
　また、まちが直面している町政課題と
して、私から投げかけた、日赤病院の改
築問題、栗山高校と介護福祉学校の存続
問題、駅前商店街の活性化問題、スキー
場の存続問題についても、さまざまなご
意見をいただきました。
　これらの課題は、これまで結論を見い
だせずにいましたが、今後、町民皆さん
や関係者の皆さんと、しっかりと議論し、
一つひとつ責任を持って結論を出してま
いります。
　平成 30 年も残すところ、ひと月となり
ました。
　今年は、長雨や日照不足により、基幹
産業である農業に大きな影響が出たほ
か、台風や地震など大規模な自然災害に
見舞われるなど、試練の年となりました。
　来年は、栗山町にとって素晴らしい年
となるよう、私も全力で元気に頑張って
まいりますので、よろしくお願いします。
少々早いですが、町民の皆さん、どうぞ
良いお年をお迎えください。

栗山町長　佐々木　学

地域おこし協力隊による
カフェバルのオープニン
グセレモニーに出席（11
月 16 日）

こちら
町長室

オオムラサキ館で行われ
たオオムラサキの会 30 周
年記念行事で講演（11 月
10 日）

Kuriyama town
10 月 16 日～ 11 月 15 日届出

戸籍のまど

住所 氏名 月日 保護者名

松風 2 矢萩　柚花 10/9 健・千織
継 立 國岡　　渚 10/10 晃平・香澄
中 里 飛谷　美月 11/3 和哉・美里

おめでた （敬称略）

ご厚意

くりのさとへ
金一封 亀田　京子さん（朝日 4）

慰　問
月見草の会（高橋　澄子　会長）
傾聴ボランティア（日原富士子　会長）

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会、日赤奉仕団、カモミール

寄　附
カインドネスシオミ薬品、エスケイア
イファーマシーなの花薬局、JA そら
ち南コポロの会、大久保ファーム

泉徳苑祭りに
際して

栗山町長、栗山町議会、栗山町社会
福祉協議会、角田老人クラブ白寿会、
角田町内会連合会、有限会社吉村葬
儀社、株式会社バウムクライナー
ファーマシーＢＫ薬局、高畑理容所、
理容はやさか、西一食品

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

雨煙別 青山　孝志 87 9/28 孝 弘
旭 台 藤島　浩吉 65 10/15 本 人
南学田 中島　隆昭 62 10/17 本 人
松風 4 馬場　勝行 83 10/20 美佐男
中央 2 黑田　秋雄 68 10/20 本 人
継 立 橘　　重樹 93 10/20 優
松風 2 古瀬　泰章 74 10/21 本 人
御 園 山下美江子 90 10/22 義 憲
南角田 山田　義春 70 10/25 本 人
中央 4 小泉緋紗子 79 10/27 修
松風 2 高慶スミ子 83 10/28 本 人
共 和 中山美代子 98 11/6 本 人
松風 2 浦　フミ子 88 11/7 本 人
中 里 柴田　國衛 75 11/7 本 人
中 里 上野　國男 83 11/11 本 人
桜丘 1 野呂　英子 83 11/1４ 本 人

おくやみ （敬称略）

人　口　　11,849人   （－15）
　男　　 5,500 人   （－11）
    女　   6,349 人   （－4）
世帯数　　  5,886 世帯 （－8）
※11月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

町へ
金品

「社会福祉
寄附金」

平田　陽一さん（共和）

金品
「教育寄附金」

栗山ロータリークラブ
飯沼　紀さん（継立）

物品
「イベント
テント  1 張」

栗山商工会議所青年部（五十嵐俊
文　会長）、一般社団法人栗山青年
会議所（小針　一人　理事長）

社会福祉協議会へ

金一封
片山　勝さん（継立）
中山　明志さん（共和）
栗山菊花好友会

物　品 小泉　修さん（中央 4）

　11 月 3 日㈷をもちまして、今シーズンの営業を終了
し、冬期休園・閉店致しました。
　約 80,000 人のお客様が栗山公園に足を運んでくださ
いました。本当にありがとうございました。
　来期もまた、皆さんに会えることを楽しみにしています。
★春までお休みします★
◎なかよし動物園・栗山公園案内所・各種遊具
◎バーベキューコーナー・キャンプ場
◎かき氷＆フードの店「ぽけっと」

だより栗山公園
今シーズンの営業終了！！

2018 年 12 月号 Vol.129

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株
式会社デンソー
ウェーブ」の登
録商標です。
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日　程 内　容
12 月 1 日㈯ ふるさとキャリア教育体験発表会

12 月 3 日㈪
歳末特別警戒出陣式及び街頭パトロール
栗山町叙勲者清風会総会

12 月 4 日㈫
栗山町総合教育会議
栗山商工会議所平成 30 年度永年勤
続役員議員表彰式

12 月 5 日㈬ 百歳祝記念品贈呈

【今月の主な動向】
日　程 内　容

12 月 11 日㈫～ 14 日㈮ 12 月議会定例会※予定
12 月 17 日㈪ 飲酒運転追放パトロール

12 月 18 日㈫
栗山高等学校「くりやま塾」町長講演
建設協会との懇談会

12 月 20 日㈬～ 21 日㈭ 第 19 回 Smart Wellness City 首長研究会
12 月 28 日㈮ 栗山消防団歳末特別警戒及び本団慰問

※予定ですので変更となる場合があります。
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栗山
バドミントン少年団

7 月 8 日の南空知地区小学生バドミ
ントン選手権大会で、3 人が個人戦
で全道大会に出場しました。

◆
日
　
時
　
12
月
12
日
㈬

　

〇
開
場　
午
後
６
時
半
～

　
〇
開
演
　
午
後
７
時
～

◆
場
　
所
　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
チ
ケ
ッ
ト
　
２
５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
　
　

〇
取
り
扱
い
先

 

・
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

 

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」    

 

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 

・
南
部
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３

栗山剣道少年団
細山　青

そ
空

ら
　選手

9 月に行われた空知管内少年団剣道
交流大会で見事優勝。12 月の全道
大会に出場します。

栗山柔道
スポーツ少年団

6 月 24 日の南空知柔道少年団柔道
大会の団体戦で見事準優勝。全道大
会に出場しました。

「                     」

７月に行われた陸上、水泳、柔道の各種大会で、
優秀な成績を収め、全道および全国大会に出場
しました。

栗山中学校
陸上部・水泳部・柔道部

マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

栗山町 検索栗山町 検索

今年で 51 回目となる栗山町芸能祭の「カラオケ
発表会」「芸能発表」が、カルチャープラザ「Ｅ

ｋｉ」で行われました。町文化連盟に加盟する芸能
部門サークルが日ごろの練習の成果を発表。出演者
は、満員の観客を前に、カラオケ、詩吟、フラダンス、
舞踊などを披露し、自慢の歌声や優雅な舞が披露さ
れるたびに、会場からは大きな拍手が送られていま
した。　　　　　　　　　　　　　　（11 月 2 ～ 3 日）

町内の史跡を巡る「ふるさと史跡バスツアー」が
行われ、36 人が参加しました。町開拓記念館

研究員の出南紘さんを招き、本年案内看板が建て替
えられた町内 15 ヵ所の史跡を巡りました。参加者は、

「町内に 30 年住んでいるけど中央 1 丁目に水売り井
戸の跡地の史跡があったのは知らなかった」「お友達
と栗山町のあまり知られていないところを巡れて楽
しかった」と話していました。　　　　　（11 月 8 日）

第５回北海道社会教育フォーラムが、北海道大学
で開催されました。シンポジウムでは、元町助

役の高倉淳さんら 3 人、分科会では、社会教育委員
の藤井吉美さん、小林酒造株式会社専務の小林精志
さん、匠まつり実行委員会の村中奈穂子さんが、そ
れぞれの取り組みを発表。町民が中心となって取り
組んでいる活動事例に対して、参加者たちは真剣な
まなざしで聴き入っていました。　　　（11 月 17 日）

 町内各地の史跡を巡る＊町民講座

第59 回全国スポーツ推進委員研究協議会鹿児島
大会が、鹿児島アリーナで行なわれ、長年スポー

ツ推進委員として活躍されてきた、岡山典弘委員長
が全国功労者表彰、永池英彦副委員長が 30 年勤続表
彰をそれぞれ受賞しました。２人は、佐々木学町長、
南條宏教育長のもとを訪れ「これからもスポーツを
通して地域に貢献していきたい」と話していました。
　　　　　　　　　　　　　 　  　（11 月 15 ～ 16 日）

 全国大会で表彰＊岡山さん・永池さん

   栗山を全道に発信＊社会教育フォーラム

日ごろの成果を披露＊くりやま芸能祭

9 月 22 日から 10 月 14 日まで行われた、IBA-
boys U-14 北海道大会で見事優勝。来年 3 月の
全国大会に出場します。

南空知
ベースボールクラブ

9 月 22 日の全日本 U-12 サッカー選
手権大会道央ブロック予選を勝ち抜
き、全道大会に出場しました。

くりやま FC

   

春
風
亭
昇
太
落
語
独
演
会

チケット

  残りわずか！

落語家　春風亭昇太 さん

8 月 25 日、26 日の全国中学生都道府県対抗野
球大会北海道予選で見事優勝。栗山から 4 人が
選抜され、全国大会に出場しました。 

KWB 岩見沢選抜

栗っ子だより　№ 8

輝け★くりやま
～アスリート特集～

全道や全国大会で活躍した栗っ子アスリートたち
を紹介します！
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ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信VOL.20

◆
日
　
時　
12
月
9
日
㈰

　

午
後
１
時
半
～
４
時

◆
場
　
所
　

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
定
　
員
　
15
人

◆
参
加
費
　
２
０
０
０
円

◆
対
　
象
　
小
学
生
４
年
生
以
上

　

４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
（
参
加

者
と
保
護
者
で
各
２
０
０
０
円
、
２

人
で
１
つ
作
成
の
場
合
は
、
２
人
で

２
４
０
０
円
、
お
茶
・
お
菓
子
の
み

の
参
加
は
１
人
４
０
０
円
）

◆
服
　
装
　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

◆
持
ち
物
　
軍
手
、
持
ち
帰
り
用
袋

◆
申
込
期
限
　
12
月
８
日
㈯

◆
日
　
時　
12
月
５
日
㈬
～
11
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
（
最
終
日
は
午
後
２
時
半
ま
で
）

◆
場
　
所
　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
問
い
合
わ
せ　

　

継
立
小
学
校　

☎
�
３
１
５
１

【申込先・問い合わせ】
NPO 法人雨煙別学校

☎ 72-1696

　
く
り
山
の
子
ど
も
作
品
展

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

   

今
年
度
ス
キ
ー
授
業
に
つ
い
て【問い合わせ】図書館　☎ 72-6055

〇冬休み「ブックマラソン」開催！
　期間中、本 1 冊貸出につきスタンプを 1 つ
押印。10 個たまるとオリジナルしおり、20 個
たまると記念品をプレゼント
※スタンプは 1 日最大 3 個までです。

【期　間】  12 月 11 日㈫から 1 月 27 日㈰まで
【場　所】図書館、角田・継立図書室、移動図

書館くりくり号、 各小中学校図書室
〇第 4 回ビブリオバトル開催！

【日　時】　12 月 20 日㈭　18：30 ～ 20：00
【場　所】　図書館　　※見学・観戦自由です。

※出張「くりとくら」として飲み物、軽食など
　をご用意したビブリオカフェを開催します。
★バトラー（発表者）５人を大募集！

【対　象】　小学生以上
【申込先】　図書館、角田・継立図書室、移動図

書館くりくり号

〇年末年始　休館のご案内
　12 月 31 日㈪から 1 月 5 日㈯まで図書館、角
田・継立図書室は休館します。新年は図書館が
1 月 6 日㈰、角田・継立図書室は 9 日㈬より開
館します。
〇申込受付中！「手作り絵本作家」
　世界でたった一冊のオリジナル絵本を作って
みませんか？

【日　時】　1 月   9 日㈬  10：00 ～ 11：30（製本）
　　　　　1 月 10 日㈭  13：00 ～ 15：30（創作）

【場　所】　図書館　視聴覚室
【対　象】　町内在住の幼児～小学生

※幼児は保護者の付き添いが必要です。両日と
　も参加できる方に限ります。

【定　員】    15 人
【申込先】　図書館、角田・継立図書室、移動図

書館くりくり号

　
　栗
山
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
会
30
周
年

記
念
事
業
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
ふ
る
さ
と
い
き
も

の
の
里
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
第
一
部
で
は
、
前
町
教
育
委
員

会
教
育
長
の
鈴
木
紀
元
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
ふ
る
さ
と
を
魅
了
し
た
オ
オ

ム
ラ
サ
キ
」
と
題
し
て
講
演
。
第
二
部

で
は
、
佐
々
木
学
町
長
を
は
じ
め
４
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
語
り
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
発
表
し
、
約
90

人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
11
月
10
日
）

ふ
る
さ
と
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り

ふるさとカレンダー（700 円）
12 月 3 日㈪　販売開始！

◆
日
　
時　
12
月
16
日
㈰
（
５
回
目
）

　

午
前
9
時
～
午
後
１
時

◆
場
　
所

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
定
　
員　
30
人

◆
対
　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
内
　
容
　
餅
つ
き
、ふ
り
か
え
り

◆
参
加
料
（
保
険
料
込
み
）

　

大
人　

２
５
０
０
円

　

小
人　

２
０
０
０
円

◆
持
ち
物
・
服
装

　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
三
角
巾
、
上
靴
、

　

エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
期
限　
12
月
13
日
㈭

■日　　時　1 月 14 日㈷　8：30 ～
■場　　所　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
■対　　象　町内小中学生（3 ～ 5 人チームで申込）
■参  加  料　無料（参加賞有り）
■申込期限　１月 7 日㈪
■練習場所　〇カルチャープラザ「Ｅｋｉ」　　　
　　　　　　　毎週土曜日　18：30 ～
　　　　　　〇農村環境改善センター　
　　　　　　　毎週火・金曜日　19：00 ～
■申込先・問い合わせ　
　　　　　　町教育委員会　☎ 72-1117

　　参加者募集！
全町子どもかるた大会

　クリスマスイヴの夜に、保護者の方が用意し
たプレゼントをお子さんにお届けします。
■日　　時　12 月 24 日㈪　18：30 ～ 20：00
■対　　象　幼児～小学校低学年
■申込方法　町内保育園、児童センター、総合福
　　　　　　祉センター「しゃるる」、子育て支
　　　　　　援センター「スキップ」などの施設
　　　　　　で配布する申込用紙を提出
■申込期間　12 月 3 日㈪～ 17 日㈪
■問い合わせ　栗山町青年団体協議会　伊藤　 
　　　　　　　  ☎  72-1117　FAX 72-6522 

出前サンタクロース

　

今
年
度
の
栗
山
町
ス
キ
ー
場
の
営
業

中
止
に
伴
い
、
町
内
小
中
学
校
・
高
校

の
ス
キ
ー
授
業
は
、
北
長
沼
ス
キ
ー
場

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 【取り扱い店舗・施設】　
  金岩商店、高杉商店、ふるさといきものの里オオム

  ラサキ館、カルチャープラザ「Ｅｋｉ」、 雨煙別小学 

  校 コカ・コーラ環境ハウス

　

絵
画
、
習
字
な
ど
町
内
の
小
中
学
生
の

個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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陶芸の唯一の伝承者
香西　信行 さん

【プロフィール】
こうさい　のぶゆき
　昭和 26 年、札幌市に生
まれる。札幌市と栗山町を
拠 点 に、 海 外 に も 多 く の
ファンを持つ。現在 67 歳。
ホームページにも最新情報
を掲載している。（http://
momijigama.jimdo.com/）

　町内御園地区の丘陵地帯に穴窯を構えて約
23 年となる陶芸家の香西信行さん。町内でも
数少ない陶芸家としての人生を振り返ってくれ
ました。
　昔ながらの技術を現代に
　香西さんは札幌市厚別区に窯を構えていた
平成 4 年に個展を初開催。その後、昔ながらの
穴窯の技術を現代に復活させようと、平成 7 年、
町の離農跡にれんが造りの穴窯を築きました。
現在も滋賀県の信楽地方で続く技法を独学で取
り入れ、茶道具などを数多く製作しています。
　世界に活躍の場を広げて
　平成 10 年から 9 年間、北海道陶芸会の副会
長と事務局長を兼任していた香西さん。平成
12 年には道銀芸術文化奨励賞を受賞すると、
平成 15 年には北海道大滝陶芸展大賞を受賞、

平成 17 年に全陶展にも入選し、活躍が認めら
れました。その後、平成 17 年に全米での個展、
講習会の活動を開始。フランスやスウェーデ
ンなど、世界的に活躍の場を広げています。
　11 月 1 日から 3 日間、町民に見てもらおう
と、23 回目となる個展をカルチャープラザで
開催。今後の抱負を聞くと「できる限り多く

の 方 に 作 品 を 見 て
も ら う た め に、 一
日 で も 早 く 地 震 の
影 響 で 損 傷 し た 穴
窯の復旧をしたい」
と話していました。

【問い合わせ】　
　もみじ窯　☎ 090-3110-5286

北海道胆振東部地震を乗り越えた
作品が並ぶ


